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Ⅰ．技術概要

１．技術開発の背景・契機、及び技術の内容
日本及び世界の超高層ビルは、建てるだけの時代ではなく解体して建替える時代に入り、高さ数百メー

トルの超高層ビルをどのように解体するかが大きな課題となっている。日本においては超高層ビルが都心
部に密集しており、築年数 50 年以上経過したものも少なくない。日本の都心部には、2000 棟以上の超高
層ビルが建っており、2020 年開催のオリンピック・パラリンピックの影響もあり各地で数多くの再開発
が進む中で、周辺環境に配慮した解体技術開発は急務になっている。

解体技術「テコレップシステム」は、「安全性」「環境保全」「効率化」の３つをコンセプトした新しい
技術である。従来の解体は開放した状態で行うのが一般的だが、「テコレップシステム」は柱、最上階梁・
スラブなどを利用して最上部に閉鎖空間を構築し、全ての解体工事をこの閉鎖空間の中で行うことを特徴
としている。上階が解体するにつれて閉鎖空間を自動降下させる。自動降下を行うジャッキダウンシステ
ムは、階高の小さい建物では２フロアを一気に行うことも可能としている。解体材の搬送には、内部に水
平搬送用に天井クレーンを設置し、垂直搬送にはテルハクレーンなどを使用する。搬出工程まで閉鎖空間
で行い騒音や斫り飛散など外部への影響を最小限に抑えられる。テルハクレーンは、荷下ろし時に回生ブ
レーキを利用した発電システムを持ち、作った電力はクレーンフックの巻き上げや内部照明などに利用で
きる。

２．技術の適用範囲
本技術は、最上階を利用して閉鎖空間を構築することから、建物高さへの制約はなく、150 ｍ以上で

も可能である。既存建物の柱を利用した新たなジャッキダウンシステムは、構造形式（S、RC、SRC 造）
や建物形状も問わず汎用性が極めて高い技術となっている。都心の狭小敷地や密集地、重要施設が隣接す
る建物などには、この技術の特性を最大限発揮することができる。

３．技術の効果
100 ｍ以上もある超高層ビルを解体することは、周辺環境に影響を及ぼさないことが最優先である。
最上部に閉鎖空間を構築して解体することは、騒音、粉塵飛散、飛来落下、振動など周辺環境課題を解

決する。また、閉鎖空間を建物と同化し、解体工事自体を感じさせないことが可能で、近隣の方々への工
事不安感も払しょくできる。

４．今日的視点から見た社会的意義・今後の発展性
超高層ビルの解体作業は、その巨大さ故に安全性に対する社会的要求、責任も極めて大きい。近年、高

層ビルの更新時期を迎えるケースが多く、ニーズは国内のみならず世界の都市部にも及ぶと考えられる。
（世界では超高層ビルが 40,000 棟存在する。）

５．技術の活用実績
受賞前：大手町フィナンシャルセンター解体工事、平成 23 年２月～平成 23 年 11 月
受賞後：グランドプリンスホテル赤坂地上部解体工事、平成 24 年６月～平成 25 年７月　他２件



Ⅱ．写真・図・表
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図―１テコレップシステムの特徴 

 

     
写真―１ テコレップシステムの閉鎖型解体空間      写真―２ テコレップシステムで超高層ビルが解体されて 

（解体作業に適した大空間を解体建物の頂部に構築）          縮んでいく様子（グランドプリンスホテル赤坂） 

 

    
 
 
 
 

 写真―３ テコレップシステムの実績 

実績1 

グランドプリンス赤坂 

（140ｍ）全閉鎖 
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大手町フィナンシャルセンター 

（105ｍ）全閉鎖 

実績2 

赤坂ツインタワー 

（66ｍ）一部閉鎖 

実績3 

JXビル 

（84ｍ）一部閉鎖 


